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薭田野町自治会

７
月
18
日
（水
）今
年
も
自
治
会
館
に
於
い
て
薭
田
野

町
の
課
題
解
消
、
要
望
実
現
に
向
け
て
亀
岡
市
と
意
見

交
換
を
行
う
地
域
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

亀
岡
市
か
ら
桂
川
市
長
を
は
じ
め
、
石
野
副
市
長
、
田

中
教
育
長
及
び
各
関
係
部
長
18
名
、
当
町
か
ら
は
自
治

会
５
役
、
正
副
各
区
長
、
地
元
市
議
会
議
員
等
18
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

主
要
テ
ー
マ
と
し
て

①
天
川
地
区
に
於
け
る
産
業
廃
棄
物
の
早
期
撤
去
に
つ

い
て
（継
続
議
題
）

②
太
田
地
区
に
於
け
る
願
成
寺
川
の
治
水
対
策
に
つ
い

て
（継
続
議
題
）

③
南
桑
中
学
校
生
徒
の
安
全
登
下
校
へ
の
取
組
に
つ
い
て

④
薭
田
野
町
内
に
於
け
る
溜
池
の
安
全
調
査
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
過
去
か
ら
積
み
残
し
と
な
っ
て

い
る
課
題
の
早
期
解
消
、
近
年
多
発
し
て
い
る
自
然
災

害
に
備
え
る
取
組
、
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
要
望
事
項
を

ポ
イ
ン
ト
に
議
論
し
ま

し
た
。

こ
れ
ら
要
望
事
項
等

に
つ
い
て
亀
岡
市
か
ら

一
部
を
除
き
精
力
的

に
取
り
組
む
旨
の
回

答
を
得
ま
し
た
。

今
後
も
当
町
の
課
題

解
消
に
向
け
各
区
長

と
一
体
と
な
り
、
取
り

平
成
30
年
度
地
域
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
る

今
年
も
、
ひ
え
だ
の
町
夏
祭
り
が
盛
会

今
年
は
特
別
に

暑
い
夕
べ
と
な
り

ま
し
た
が
、
８
月

15
日
（水
）午
後

５
時
45
分
か
ら

自
治
会
館
前
広

場
で
開
催
。

当
日
は
桂
川
亀

岡
市
長
、
田
中
衆

議
院
議
員
、
田
中

・中
村
両
府
議
会

議
員
、
湊
亀
岡
市
議

会
議
長
等
、
多
数
の

来
賓
を
迎
え
ま
し
た
。

可
愛
い
「Ｅ
Ｍ
Ｃ
ガ
ー

ル
ズ
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

ダ
ン
ス
を
ス
タ
ー
ト
に

町
民
15
名
に
よ
る
カ

ラ
オ
ケ
の
熱
唱
、
各

種
団
体
・亀
岡
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
協

力
に
よ
る
13
品
目
に

及
ぶ
夜
店
出
店
、
ま
た
自
治
会
館
内
展
示
場
で
は
小
学

校
児
童
、
各
種
趣
味
ク
ラ
ブ
、
愛
好
家
に
よ
る
絵
画
、
習

字
、
絵
手
紙
、
写
真
、
工
作
物
等
約
１
０
０
点
に
及
ぶ
作

品
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
会
事
務
所
の
模
様
替
え
工
事
完
了

町
民
の
皆
様
が
訪
れ
易
く
、
居
心
地
の
良
い
環
境
づ
く

り
と
事
務
所
ス
ペ
ー
ス
狭
隘
解
消
に
向
け
、
本
年
7
月
よ

り
取
り
組
ん
で
来
た
模
様
替
え
工
事
が
8
月
下
旬
に
完

成
し
ま
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
事
務
所
へ
来
て
い
た
だ

き
楽
し
く
語
り
合
い
し
ま
し
ょ
う
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

組
む
こ
と
と
致
し
ま
す
の
で
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

亀岡市との地域懇談会

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
環
事
業
と
し
て
今
後
も
精
力
的

に
取
り
組
み
ま
す
の
で
町
民
皆
様
の
更
な
る
参
加
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

午
後
8
時
か
ら
始
ま
っ
た
盆
踊
り
に
も
多
数
の
参
加
者

で
盛
り
上
り
を
み
せ
ま
し
た
。

ＥＭＣガールズの可愛い踊り

多くの町民による盆踊り

焼きそば、チジミ全て安いヨ！

スマートボールと大激闘



さ
ん
を
講
師
に
迎
え
「

認
知
症
予
防
ゲ
ー
ム
」

で
健
康
講
座
を
受
講
し
た
後
、
参
加
者
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
大

会
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
参
加
者
の
皆
様
と
仲
居
さ
ん
達
と
の
合
同
盆

踊
り
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
楽
し
く
、
賑
や
か
な
敬
老
会
と
な

り
ま
し
た
。

自
然
災
害
で
多
数
の
被
害
が
発
生
！

改
め
て
防
災
意
識
の
高
揚
を
お
願
い
し
ま
す

近
年
、
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
本
年
７
月
の

西
日
本
豪
雨
で
亀
岡
市
でf

は
、
か
け
が
え
の
無
い
尊
い
命

が
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
台
風
20
号
の
豪
雨
で

多
数
の
床
下
浸
水
、
９
月
４
日
に
襲
来
し
た
台
風
21
号
で

は
暴
風
に
よ
り
家
屋
の
倒
壊
、
屋
根
瓦
の
飛
散
、
倒
木
等

の
被
害
が
多
発
し
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
町
民
各
位

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
方
、
北
海
道
で
は
震
度
7
の
大
地
震
が
発
生
し
、
多

数
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
い
つ
何
時
、
当

地
に
も
、
今
ま
で
経
験
し
た
事
も
無
い
、
大
災
害
が
襲
っ
て

来
る
か
も
知
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
、
改
め
て
防
災
意
識
の
高
揚
を
お
願

い
し
ま
す
。
身
の
周
り
を
見
直
し
て
、
災
害
か
ら

身
を
守
る
備
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
各
戸
配
布
済
の
「
ハ
ザ
ー
ト
マ
ッ
プ
」
で
自

分
住
の
ん
で
い
る
地
域
の
危
険
度
を
認
識
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

②
気
象
庁
か
ら
広
報
さ
れ
る
警
報
（
注
意
報
・

警
報
・
特
別
警
報
）

亀
岡
市
か
ら
広
報
さ
れ
る
情
報
（
避
難
準
備

・
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
・
警
戒
区
域
）

を
聴
き
、
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

③
非
常
持
出
品
を
準
備
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

（
次
項
参
照
）

チ
ェ
ッ
ク
の
お
願
い
事
項
（最
低
限
す
べ
き
事
項
）

非常持出品は家族構成を考えて必要な分だけ用意し、避難時にすぐ
取り出せる場所に保管しておきましょう。災害発生時に最初に持ち出す非常
持出品と、災害から復旧するまでの数日間を支える非常備蓄品

を分けて用意しておきましょう。

最低限そろえておきたいもの災害に備えるために 非常持出品非常備蓄品

懐中電灯 携帯ラジオ 非常食・水

貴重品 救急医薬品
その他

できれば1人にひとつ
用意。予備の
電池と電球
も忘れずに

小型で軽く、ＡＭと
ＦＭの両方を
聞けるものを
用意

乾パンや缶詰等、
火を通さず
に食べられ
る物を。水
はペットボトルが便利

現金、預貯金通帳、
印鑑、健康
保険証、住
民票など

キズ薬、ばんそうこう、
解熱剤、かぜ薬、
胃腸薬など、
常備薬は忘
れずに

食 品

缶詰やレトルト食品、ドライ
フーズや栄養補助食品、調味
料等、食料は非常食３日分を
含む７日分以上最低限備蓄

飲料水は大人ひとり当たり、
１日３ℓが目安。少なくても
７日分以上の用意を。
ペットボトルほか、ポリ容器
にも水をためておくと便利

水

燃料・その他

卓上コンロや固形燃料、予備の
ガスボンベの他、毛布、寝袋、
洗面用具ラップ、使い捨てカイ
ロ、ロープ、バール、
スコップ等
の工具、マスク
トイレット
ペーパー、
新聞紙、簡
易トイレ
予備のメガネ、
自転車等が
有ると便利

ヘルメット（防災ずきん）
上着、下着、タオル、軍手
ライター、缶切り、ろうそ
く、ナイフ、ヒニール袋、
ティシュ、ビニールシー
ト、生理用品等

敬
老
会
が
賑
や
か
に
実
施
さ
れ
る

敬
老
の
日
の
9
月
17
日

（月
）に
、
今
年
も
敬
老
会

が
渓
山
閣
に
於
い
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
昭
和
19
年
4
月

1
日
以
前
に
誕
生
さ
れ

た
五
百
三
十
一
名
の
皆

様
が
対
象
者
で
し
た
が

出
席
者
は
百
三
十
名
と

な
り
、
出
席
率
も
昨
年

度
（２
６
．
３
％
）よ
り

低
く
（２
５
％
）と
な
り

残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
桂
川
亀
岡
市

長
、
田
中
英
之
衆
議
院

議
員
、
田
中
英
夫
・中
村

正
孝
両
府
議
会
議
員
、

田
中

豊
・奥
村
泰
幸
両

市
議
会
議
員
等
々
の
ご

来
賓
の
も
と
高
橋
眞
弓

自治会長挨拶高橋眞弓さん講座



🏣

青
少
年
育
成
協
議
会

6
月
17
日
（日
）午
前
8
時
か
ら
「ポ
イ
捨
て
の
無
い
町
」
を
目

指
し
て
薭
田
野
町
全
域
で
環
境
美
化
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
事
業
は
青
少
年
育
成
協
議
会
が
提
唱
し
、
自
治
会
・各
区
・

の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
毎
年
度
2
回
実
施
し
、
青
少
年
の
自

主
性
協
調
性
を
養
う
た
め
の
社
会
貢
献
活
動
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。各

区
の
正
副
区
長
、
組
・班
長
を
は
じ
め
住
民
各
位
、
子
ど
も

達
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
第
一
回
環
境
美
化
活
動
を
実
施

平
成
30
年
度
第
三
回
廃
品
回
収
事
業
を
実
施

当
初
9
月
9
日
（日
）に

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

雨
天
の
た
め
9
月
16
日

に
順
延
し
、
本
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。

順
延
に
よ
る
回
収
物
品

の
減
少
を
心
配
し
て
い
ま

し
た
が
町
民
各
位
の
ご
協

力
に
よ
り
、
予
想
以
上
の

成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

薭
田
野
消
防
分
団

第
25
回
京
都
府
消
防
操
法
大
会
に
出
場

「第
37
回
亀
岡
市
消
防
操
法
大
会

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
」
に

於
い
て
優
勝
し
た
こ
と
に

よ
り
、
亀
岡
市
の
代
表
と

し
て
、
8
月
5
日
（日
）京

都
府
丹
波
自
然
運
動
公

園
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た

「第
25
回
京
都
府
消
防
操

法
大
会
」
に
出
場
し
ま
し

た
。当

分
団
か
ら
茨
木
一
貴

（指
揮
者
）・美
馬
貴
司
（

1
番
員
）
・桂

正
幸
（2

番
員
）・野
口
泰
佑
（3
番

員
）団
員
が
出
場
し
、
全

力
で
競
技
し
ま
し
た
が
、

善
戦
む
な
し
く
出
場
23

チ
ー
ム
中
15
位
と
な
り
ま

し
た
。

振
り
返
る
と
7
月
11
日

の
訓
練
開
始
式
、
7
月
22

日
の
亀
岡
市
役
所
で
の
壮

行
会
、
当
自
治
会
・各
区
、

亀
岡
市
全
分
団
か
ら
の
激

励
、
約
1
ヶ
月
間

の
亀
岡

消
防
署
職
員
か
ら
の
厳
し

い
訓
練
指
導
等
、
多
く
の

ご
支
援
、
ご
声
援
を
賜
り

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
国
大
会
出
場
に
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
分
団
一
丸
と
な
っ
た

大
会
で
し
た
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
薭
田
野
分
団
が
、
よ
り
一
層

の
防
災
意
識
を
持
ち
、
薭
田
野
町
の
安
心
、
安
全
の
た
め
消
防
団

活
動
に
励
み
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

薭
田
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

二
学
期
に
備
え
学
校
美
化
作
業

今
年
も
二
学
期
に
備
え
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
を
は
じ
め
自
治
会
・青
少
協
等
の

皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
8
月
26
日

(

日)

に
学
校
美
化
作
業
を
実
施
し

ま
し
た
。

学
校
も
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ

で
過
去
か
ら
ず
っ
と
綺
麗
な
状
態
で
維
持
し
て
頂
い
て
い
る
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

桂川亀岡市長挨拶稲荷老人会長謝辞

仲
居
さ
ん
と
参
加
者
と
の
大
踊
り

亀岡市主催の壮行会京都府消防操法大会

第3回廃品回収

グランドの除草作業



編
集
委
員
長:

編

集

委

員

:

大
石
慶
明

竹
岡

敏
・美
馬
秀
二
・柳
原
善
信
・大
西
實
好
・藤
野
照
雄

（自
治
会
）

山
崎
浩
久
・髙
木
麻
希
（亀
岡
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
員
）

天
川
区
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
守
る
た
め
天
川
子
ど
も

会
育
成
会
の
企
画
の
も
と
、
安

全
啓
発
の
看
板
づ
く
り
に
取
組

み
ま
し
た
。

土
曜
日
の
午
前
中
、
４
週
間

に
わ
た
り
、
子
ど
も
達
と
保
護

者
が
天
川
児
童
館
に
集
ま
り
、

力
を
合
わ
せ
て
大
型
看
板
4
枚
、
小
型
看
板
11
枚
を
作
り
上
げ
、

地
区
内
の
通
学
路
に
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
狭
い
道
で
の
高
速
運
転
車
両
は
無
く
な
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
行
事
予
定

◆
認
知
症
徘
徊
模
擬
訓
練
（
於
：
第
二
亀
岡
園
）

11
月
11
日
（
日
）
10
時
～

◆
第
4
回
京
都
・
亀
岡
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
（
３
７
２
号
線
）

12
月
9
日
（
日
）

◆
歩
い
て
知
ろ
う
！
ひ
え
だ
の
町
・
餅
つ
き
大
会

（
薭
小
グ
ラ
ン
ド
他
）

12
月
23
日
（
日
）

◆
年
末
特
別
警
戒
（
於
：
町
内
一
円
）

12
月
28
～
29
日

21
時
～

◆
消
防
出
初
式
（
於
：
自
治
会
・
亀
岡
小
学
校
他
）

1
月

◆
心
の
教
育
「
人
権
研
修
会
」
（
於
：
ミ
ル
キ
ー
ウ
エ
イ
）

2
月

地
区
社
会
福
祉
協
議
会

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

７
月
22
日
（日
）自
治
会
館
に
於
い
て
全
町
民
を
対
象
と
し
た

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
49
名
が
参
加
さ
れ
、
①
認
知
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
・症
状

②
認
知
症
患
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
、
対
応
方
法
③
認
知
症
予
防
の

脳
ト
レ
の
実
践
等
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「本
講
座
に
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
の
好
評
を

多
数
頂
戴
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
今
後
も
継
続
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で

町
民
各
位
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

認知症サポーター養成講座

力を合わせて看板作り

体
育
振
興
会

今
年
の
町
民
運
動
会
は
中
止
致
し
ま
し
た

9
月
30
日
（日
）に
予
定
し
て
い
ま
し
た
町
民
運
動
会
は
台
風
24

号
襲
来
に
よ
り
10
月
7
日
（日
）に
延
期
し
ま
し
た
が
、

①
台
風
25
号
の
襲
来
に
よ
り
当
地
が
暴
風
に
な
る
恐
れ
が
あ
る

こ
と②

運
動
会
を
10
月
7
日
に
延
期
し
た
こ
と
に
よ
り
、
選
手
の
確

保
が
困
難
に
な
り
、
一
部
の
競
技
実
施
が
出
来
な
い
状
況
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
や
む
を
得
ず
中
止
と
致
し
ま
し
た
。

運
動
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い
た
方
、
運
動
会
参
加
に
向
け

ス
ケ
ジ
ー
ル
調
整
を
し
て
頂
い
た
方
に
は
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

子
ど
も
達
の
安
全
確
保
に
向
け
て

地区内の通学路に設置


